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愛知県厚生連更生病院泌尿器科における

1975年度～1982年 度の8年 間の臨床統計
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   Statistical observations of 19,678 outpatients and 2,601 inpatients at our department from 1975 

to 1982 revealed the following results. 
   The new cases in the outpatient clinic were in decreasing order nonspecific infections (50.8%), 

urogenital tumors (11.9%), urolithiasis (9.3%) and urogenital anomalies (8.0%). 

   The inpatients according to the organ were in decreasing order kidney (29.6%), prostate (25.5%), 

bladder (13.4%) and ureter (11.9%). 

   Operations were performed 2,414 times. Frequent operations were in decreasing order phimosectomy 

(360 times, 14.9%), TUR-Bt (284 times, 11.8%), transurethral cryosurgery of the prostate (215 times, 
8.9%), vasectomy (190 times, 7.9%) and orchiopexy (152 times, 6.3%). 

   More young persons comprised the outpatients of our hospital than at other facilities. 
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緒 言

今回,わ れわれは更生病院泌尿器科における1975年

度から1982年 度 までの8年 間の臨床統計について検討

を加えたので報告する.1973年 度D,1974年 度2)の統

計についてはすでに報告した.な お二つ以上の病名が

あるものはおのおのの項目に入れた・

外 来 患 者

8年 間の外来患者総数は19,678名 であり,そ の内訳

は,性 別:男 子;ll,425名,女 子;8,253名,男 女比

は,1.3811,男 子 の方が女子 より多い傾向にあった.

年齢別構成:男 子,女 子 とも0～9歳 と30～3g歳 にお

いて二峰性の ピークを描いた。(Fig.1以 後,図 の実

線は男女合計を示す.)Fig.2は1975年 度 から1982年

度 の8年 間を前期の4年 間(1975年 度～1978年 度)と

後期の4年 間(1979年 度～1982年 度)に わけて各年齢

層別患者数を比較した.前 期の患者総数は9,283名,

後期は10,395名 であり,1,112名 の患者増となってい

る.各 年齢層別に比較するに,0～9歳 と20～29歳 で

は前期が,30～39歳 以上では後期が多 くなっている.

さらに60歳 以上の患者数を比較するに前期は1,611名

(17.4%),後 期 は2,096名(20.2%)と 増加してお り,

近年泌尿器科受診患老の年齢層が高齢化の傾向にある

といえる.外 来患者の年度別推移をFig.3に 示す.

年 々増加傾向にあるが1981年 度 の落ちこみの原因は不
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Fig.2.1975～1982年 度 の 前 半,後 半 に お け る年 齢 別 患 者数 の 比 較(外 来)

明である.各 年度別の新患,再 来数をFig.4に 示す.

新患患者数は各年度1,745名 ～2,064名 とそれほど大差

はないが,再 来患者数は1975年 度 では273名 であった

ものが,1982年 度ではj,089名 と約4倍 となっている.

これは,悪 性腫瘍,結 石症,複 雑性尿路感染症などの

長期のfollowupを 必要とする患者が増加してきて

いるものと考えられた,紹 介愚者の新患患者における

割合は,Table1に 示すようにこの8年 間では平均院

内紹介8.2%,院 外紹介10.3%で あ ったが1982年 度に

おいては,院 内紹介262例(13.7%),院 外紹介283例

(14.8%)と 合計545例(28.5%)で あ り,1975年 度

と比較して約2倍 となっている.こ れは他科医師の泌

尿器科疾患に対する関心の高まりを示すものといえよ

う.

外来患者の主要疾患について略述する(Table2).

1)尿 路結石症(Table3)
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患者総数1,750名,男 子1,263名,女 子487名 で男子

に多い傾向にあった.尿 管結石がもっとも多く,左 側

が517例,右 側が448例,両 側が21例 であった.っ つ

いて腎結石,前 立腺結石の順である.Fig.5は 尿路

結石症患者の年度別推移を示す.年 々増加傾向にあ り,

これには超音波診断技術の導入による診断能力の向上

が一役かっていると考えられる.

2)尿 路性器腫瘍(Table4,L)

男子においては前立腺肥大症が1,438名,74.9%と

大 きな割合を示している.以 下,前 立腺癌,膀 胱癌の

順である.女 子では尿道肉阜がもっとも多かった.腎

腫瘍においては1975年 に両側腎腫瘍3)を,1981年 には

腎過誤腫4)を それぞれ1例 ずつ経験 している.

3)尿 路性器結核(Table4,R)
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Table1.紹 介患者の新患数における割合

年 度197519761977197819791980198119821975
～1982 、種 類

院内紹介

院外紹介

非 紹 介

119129155101129196148262
(6.2)(7.2)(7.6)(6.0)(6.9)(9.5)(8.5)(13.7)

i49171216204176226116283
(7.8)(9.6)(10.6)(12.1)(9.4)(10.9)(6.6)(14.8)

16491488167213851575164214811361

(86,0)(83.2)(81.8)(82.0)(83.8)(79.6)(田.9)(71.4)

1239
(8.2)

1541
(10.3)

12253
(81.5)

計 19171788204316901880206417451906 15033

()は 各年度毎の新患数における%

Table2.外 来 患 者 の主 要 疾 患1975～1982

主要疾患
性別 男 女 計

尿路結石症

尿路性器腫瘍

尿路性器結核

尿路性器奇形

非特異性炎症

その他の上部尿路疾患

その他の下部尿路疾患

その他の男子性器疾患

1263

1919

109

1038

4753

586

831

1119

487

326

151

466

4833

406

600

1750

2245

260

1504

9586

992

1431

1119

計 11618 7267 18887

Table3.尿 路 結 石 症1975～1982

部位

性別
男 女 計

腎 ・腎孟 右

尿

膀

尿

左

両

管 右

胱

道

前 立 腺

左

両

150

159

73

318

362

19

67

14

101

74

78

34

130

155

2

13

1

224

237

107

448

517

21

80

15

101

計 1263 487 1750

患 老 総 数 は260名 で,

核 は174例 に み とめ た,

女子に多い傾向にあり,腎 結

4)尿 路性器奇形(Table5,L)

患者総数1,504名 中,真 性包茎440例,腎 下垂415

例,停 留睾丸314例,と この3疾 患で77.7%と 大部分

を占めた.

5)尿 路性器の非特異性炎症(Table5,R)

Fig.6は 年度別推移であるが,常 に1,000例 を越す

患者数がある.男 子では非淋菌性尿道炎1,271例,亀

頭包皮炎1,204例 と多 く両疾患で全体の52.1%と 過半

数を占めた.女 子では膀胱炎が圧倒的に多く約88.5%

であ った.Table6上 は淋菌性尿道炎,非 淋菌性尿

道炎の年度別推移 を示す.非 淋菌性尿道炎 の方が淋

菌性尿道炎に比べて圧倒的に多いのがわかる.し かし

ながら,当 科では淋菌性尿道炎の診断には外尿道 口よ

りの膿中の淋菌の証明(塗 沫あるいは培養)を 必須と

しているので病歴より淋菌性尿道炎が疑われても,淋

菌が証明されなかった場合,ま たはすでに他医で治療

を受けていたケースなどで淋菌が証明されない場合な

どは非淋菌性尿道炎として扱っているので決して淋菌

性尿道炎が少ないとは考えがたい.

6)そ の他の上部尿路疾患(Table6下)

水腎症が男子276例,女 子145例,合 計421例 とも
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Table4.尿 路 性 器腫 瘍1975～1982 尿路性器結核1975～1982

藤 ＼ 一_塑 男 女 計

腎 癌

腎 盃 癌

尿 管 癌

右

左

右

左

右

左

膀 胱 癌

前立腺 癌

睾丸腫 瘍 右

(悪性)左

尿 道 癌

陰 茎 癌

前立腺肥大症

尿道肉 阜

尖圭 コンジローム

尿 道 ポ リ ー プ

ウィルムス腫瘍

9

14

4

6

1

3

182

212

7

7

5

9

1438

16

5

1

10

3

2

3

1

0

38

1

232

34

2

19

17

6

9

2

3

220

212

7

7

6

9

1438

232

16

39

3

腎 結 核 右

左

両

膀 胱

性器結核

2745

2049

1617

9

37

ア2

69

33

49

37

計

計

109151260

19193262245

L R

っとも多かった.つ いで糸球体腎炎が224例 と多かっ

たが,近 年健康診断の普及に よりいわゆる顕微血尿の

精査により腎炎が全疾患のL2%の 割合で見つかって

いる.

7)そ の他の下部尿路疾患(Table7,L)

男子では夜尿症,尿 道狭窄が多 く,女 子では膀胱神

経症が多かった.

8)そ の他の男子性器疾患(Table7,R)

患者総数1,Il9例 中,男 子不妊症266例,陰 のう水腫

260例,前 立腺症173例,が 多かった.
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Table5.尿 路 性 器 奇形1975～1982 尿路性器の非特異性炎症(外 来患者)1975～1982

種類
性別 男 女 計 種類 性別 男 女 計

重複腎孟尿管

形 成 不 全 腎

馬 蹄 鉄 腎

の う 胞 腎

腎 下 垂

腎 杯 憩 室

尿 管 瘤

尿管異所開ロ

V.U.R.

真 性 包 茎

埋 没 包 茎

尿 道 下 裂

停 留 睾 丸

46

3

5

16

85

6

1

1

56

440

6

59

314

76

9

5

6

330

1

4

1

34

122

12

10

22

415

7

5

2

90

440

6

59

314

腎 孟 腎 炎 急162

慢155

膀 胱 炎 急640

慢55

尿道 炎 非淋菌性1271

淋菌性75

亀 頭 包皮 炎1204

副 睾 丸 炎 右189

左187

両16

睾 丸 炎17

前 立 腺 炎 急188

慢594

267429

287442

25123152

17671822

1271

75

1204

189

187

16

17

188

594

計 1038 4661504 計 475348339586
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Fig・6・ 尿 路 性 器 の 非 特異 性炎 症 年 度 別 推 移

以上外来患者の主要疾患を総括すると,男 子では,

非特異性炎症,尿 路性器腫瘍,尿 路結石症の順で,女

子では,非 特異性炎症,そ の他の下部尿路疾患,尿 路

結石の順であった.男 女 まとめ る と,非 特異性炎症

9,586例,(50.8%)と 過半数を占めており,以 下,尿 路

性器腫瘍2,245例(lL9%),尿 路結石症1,750例(9.3

%),尿 路性器奇形1,504例(8.O%),そ の他の下部尿

路疾患1,431例(7.6%),そ の他の男子性器疾患1,119

例(59%),そ の他の上部尿路疾患992例(5.3%),

尿路性器結核260例(1.4%)の 順 であった.

入 院 患 者

入院患者総数は2,601名 で,男 子が2,038名,女 子が

563名,男 女比3.62;1と 男子の方が多い傾向にあっ

た.

1)年 度別性別入院患者(Fig.7)

1977年 度は病棟改築のため198名 と減少しているが

他の年度は常に年間300名 を越える入院患者数となっ
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Table6.淋 菌性および非淋菌性尿道炎の年度別例数

年 度19751976197719781979198019811982合 計

疾 患

非淋菌性991552031481921861431451271

淋 菌 性38610 31103475

合 計1021632091581951971431791346

その他の上部尿路疾患1975～1982一
水 腎 症

偏側性無機能腎

特発性腎出血

糸 球 体 腎 炎

腎後性腎不全

蛋 白 尿

腎 性 高 血 圧

276

25

129

87

38

25

15

145

26

63

137

12

21

2

412

51

192

224

50

46

17

計 586 406 992

Table7.そ の他 の下 部 尿 路 疾患1975～1982

性別 男 女 計

その他の男子性器疾患1775～1982

種類 一 計

夜 尿 症229110339

膀 胱 神 経 症69189258

神 経 因性膀胱117112239

尿 失 禁128109237

膀 胱 憩 室

膀 胱 異 物

6

0

尿 道 狭 窄212

外尿道口のう腫12

尿 道 脱 0

膀胱頸部硬化症58

4

6

10

6

45257

0

15

0

12

15

58

計 8316001431

L

男 子 不 妊 症

血 精 液 症

性 器発 育不全

性的ノイローゼ

前 立 腺 症

陰茎持続勃起症

形成性陰茎硬結

仮 性 包 茎

嵌 頓 包 茎

陰 萎

陰 の う 水 腫

精 索 水 腫

睾 丸 稔 軽 症

睾 丸 過 敏 症

移 動 性 睾 丸

266

114

12

1

173

2

18

74

21

11

260

74

6

5

82

計 1119

ている。なお,現 在の当科の入院定床数は33ベ ッドで

ある.

2)入 院患者年齢別人数(Fig.8)

0～9歳 と70～79歳 で全体の36.8%を 占め,高 齢者

にピークがあるのが外来とは趣きを異にしている.こ

の理由は以下に述べる疾患の種類の差によるものと考

えられる.ま た,こ の8年 間の入院患者をおのおの4

年ずっ前期,後 期にわけて検討した.前 期,後 期の年

R

齢別患者数の比較はFig.9の ごとくで,や は り高年

齢層では後期の患者数が前期に比べて多い.ち なみに

60歳 以上の前期の患者数は469名(39.7%),後 期 は

595名(41.9%)と 後期に増加の傾向を示した.

3)Table8は 入院患者の主要疾患を示す.男 子にお

いては,尿 路性器腫瘍が775名,40,6%で 第1位 であ

り,以 下尿路結石症,尿 路性器奇形と続 く.女 子では,

尿路結石症が,134名22.7%で 第1位,以 下,そ の他
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の 上部 尿路 疾 患,非 特異 性 炎 症 と続 く.男 女 全体 と し 男 子 で は前 立 腺 関連 疾 患 が620名 と約i/3を 占 め て

て は,尿 路 性 器 腫 瘍 が853名,34.1%,で 第1位,第 お りこの 中 に は 前立 腺 肥 大 症 が456名(73.5%)占 め

2位 は 尿路 結 石 症 の417名,16.7%で 以 下Tableの て いた.つ ぎに 腎,膀 胱,睾 丸 の順 で あ る.女 子 で は,

ご と くで あ った.腎,尿 管,膀 胱 の順 に 多か った.

4)臓 器別 入 院 患 者 数(Table9,L)5)尿 路 性 器 悪 性腫 瘍(Table9,R)
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Table8.入 院 患者 の 主要 疾 患1975～1982

主要疾患
性別

男 女 計

尿路結石症

尿路性器腫瘍

尿路性器結核

尿路性器奇形

非特異性炎症

その他の上部尿路疾患

その他の下部尿路疾患

その他の男子性器疾患

283

775

25

255

160

222

88

103

134

78

46

56

118

132

26

417

853

71

311

278

354

114

103

計 1911 590 2501

Table9.臓 器 別入 院患 者 数1975～1982 尿路性器悪性腫瘍(入 院)

臓器
性別 男 女 計 臓器

性別 男 女

尿

膀

尿

陰

睾

計

腎

管

胱

道

茎

丸

副 睾 丸

精 索

前 立 腺

408

186

243

107

28

227

56

11

620

314

104

84

48

ア22

獅

327

155

28

227

11

620

腎

尿

膀

腎

孟

管

胱

則 立 腺

睾 丸

尿 道

陰 茎

そ の 他

31

8

7

160

124

16

1

8

6

le

O

1

25

2

3

41

8

8

185

124

16

3

8

9

計 1886 550 2436 計 361 41 402

L R
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Fig.10.尿 路 性器 腫 瘍 年 度 別 推 移(入 院 患 者)

圧倒的に男子に多 く(89.8%),膀 胱癌,前 立腺癌

が多かった.女 子では,膀 胱,腎 の順で多い.Fig.10

は年度別推移であるが,常 に年間100名 前後の入院患

者数があった.

6)術 式別手術統計(Table10)

もっとも多いものから,① 包茎根治術(360例,14.9

%),②TUR-Bt(284例,II.8%),③ 経尿道的前立

腺凍結術(215例,8.9%)④ 精管結紮術(190例,

7・9%),⑤ 睾丸固定術(152例,6.3%)で あった.

TableHは1975年 度から1982年 度 までの8年 間を前

期の4年 間(1975～1978年)と 後期の4年 間(1979～

1982年)と にわけ,手 術内容の推移を検討した.増 加

した手術では,膀 胱,前 立腺,TUR-Bt,TUR-Pな

どの経尿道的手術があげられる.い っぽう減少 した手

術は,経 尿道的前立腺凍結術,精 管結紮術,包 茎根治

術であった.経 尿道的前立腺凍結術は同時に精管結紮

術を施行したため,こ の2つ の減少は相関傾向を示し

た.包 茎根治術は医師数の不足により極力制限を加え

たことによると思われる.後 期において当科では尿路

変更術に回結腸導管術を施行していること,開 胸式腎

摘術をおこなっていることなど治療法の変化が手術内

容にも反映されている.1975年 度,364例 あ った手術

件数が1982年 度 では247例 となった.こ の絶対数の減

少は包茎根治術,精 管結紮術,な どの小手術,な らび

に経尿道的前立腺凍結術の減少に よると思われる.さ

らに麻酔の種類の内訳(Tab正el2)を み るに全麻件数

については1975年 度は349件 中99件,28.4%eで あ るの

に対して1982年 度 では247件Pl,133{Ll:,53.8%と 増加し

ている.い わゆる大手術が増加してきていると考えら

れる.

6)死 亡統計(Table13)

1975年 度から1982年 度 までの死亡者数は,男 子75名,

平 均 年 齢67.7歳,女 子11名,平 均 年 齢65.2ue,合 計86

名,平 均 年 齢67.3歳 で あ った.原 疾 患 は,頻 度 順 に,

男 子=① 膀 胱 癌,29名,② 前 立 腺 癌,14名,③ 腎 癌,

5名,女 子:① 子 宮 癌,3名,以 下Table13の ごと

くであ った.死 因 別 順 位 で は,① 悪 液 質32名,② 心

不 全14名,③ 腎 不 全11名,以 下Table13の ご と

くであ った.な お この 死亡 例 の うち,前 立 腺 摘 出術 後

の再 生 不 良 性 貧 血 の1例D,悪 性 リンパ腫 の1例2),

脳 腫 瘍 よ り発 見 され た 左 腎癌 の1例3>,筆 丸 腫 瘍 の1

例4)は 各 々学 会に お い て発 表 した.

考 察

臨床統計をほかの医療施設と比較する場合には,そ

の病院の地域における位置づけ,病 院の性格,特 殊牲

など複雑な因子を考慮せねばならないが,と りあえず

大学病院5"8)と一般診療病院9～11)とに大別し,今 回のわ

れわれの臨床統計と比較した.外 来患者の年齢分布に

おいては,調 査 したいずれの施設でも50～60歳 台にお

いてピークがあるのに対 して当科では0～9歳 と30～

39歳 において二峰性のピークを描いた.若 年者にピー

クを示したことは外来の主要疾患を比較 した場合にも

その傾向が うかがえる。つま り当院では非特異性炎症

がいずれの施設よりも高値(50.8%)を 示 し,尿 路性

器腫瘍がもっとも低値(11.9%)を 示 した.し かしな

がら,こ れは当科における腫瘍愚者数が少ないという

意味ではなく,統 計上,重 複病名として非特異性炎症

の数が多くなったためと考えられる.ち なみに当科に

おける年平均の腫瘍患者数は280.6名,最 近4年 間で

は295.5名 と増加の傾向にあり,こ れは大学病院を含

むほかの医療施設 と比較しても高値である.さ らに泌

尿器科的疾患には感染の合併が多 く,こ のことも非特

異性炎症患者のみかけの増加に一役かっているものと
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Tab1e10.手 徳統欝(術 式別)

()内 は他の手術と同時に行なわれた手術の例数を示す。

腎 摘 出 術131259(189(18(8(石3

警部 分 騰 徳 肇 、8《8く,～232、 誘 、 鷺

喜翌麟 ・ll・5　 ・、肌 い::・ ・蓼
腎蓋形成術0000。Oog(1)(,9

腎R徳loeegeogl

尿 翻 石徳1813く18{易 《男111324《1甥

囎 館 麟27Blo(男 誘 協(,9調

膀 胱 全 麟0000協7誘(,》 講

膀胱部分切除術12(1)講 ω2協1潟

膀胱賭 繍 舗4(,9206畠20〈 碧

膀 胱 痩 術0000(,9301(,9

膀 胱 切石術 ω000講 絹 く")絹 鵡

回結腸導管術0000007714

資盤内臓器99996eδ全
摘出術(1)(n

前立腺摘出術10(',9吊1425溺(18(1,1(甥

水 蕨 療 法12100009et3

睾 丸 摘 出 術3

、轍 摘麟 》・号・ ・§ ・5…6・5捕1・ 藷

陰のう水麟 治術846(,906,勇98

睾 丸 題 定 徳7§ll11382S2127緬 §(1》(
1)(2)

陰 茎 切 断 術2521031115

尿 道 形 成 術6055733427(1)(2)(3)

包茎根瀦70蕩 溺 酪 調31(笥 嵩 醐

精管結紮徳 ・z・9、調 ・,96憩,男,£,お(1謬

精 の う腺撮 影101021551236(
3)(3}

尿 道肉 阜切 除 術51023400125

経霧灘 醐
騎562240233328,ag,～3鰐

翻 灘 腺切除術22蔀
、、17129,蕾(1菖 欄

経鴨 翌
鎌 繍39、r&3237251el31(2、 ～

そ の 他43毎5・ 男 嵩 竃722蕩 観 瑚

計3?象}3012182452912452SS2472!66
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一 前 半(1975～1978)
,

泌尿紀要30巻12号1984年

TablelL手 術 内容の推移

後半(1979～1982)と の比較一全手術件数における%で 示した

臓器,術 式
年 度 1975～1978 1979～1982

腎

尿 管

膀 胱

前立腺

TUR-Bt
TUR-P
経尿道的
前立腺凍結術

精管結紮術

7.1%

6.4%

8.1%

3.4%

16.3%

12.9%

11.7%

7.3%

8.5%

16.1%

7.1%

18.4%

4.3%

3、6%

包茎根治術 16.3% 13.4%

Table12.麻 酔 の種類

年ざ 類 全身麻酔 暴震外麻酔 灘 麻酔 合計

結 語

1975

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

99

82

77

85

126

116

121

133

142

87

68

56

69

48

63

66

108

131

73

108

93

81

74

48

349

300

218

249

288

245

258

247

合計839 599 7162154

更生病院泌尿器科における1975年 度 ～1982年 度 の外

来ならびに入院症例について統計的観察をおこなった.

1)外 来患者総数は19,678名 で,男 子,女 子ともに

非特異性炎症がもっとも多かった.

2)入 院患者総数は2,601名 で,臓 器別入院患者数

では,男 子は前立腺,女 子では腎が多かった.

3)手 術統計では,包 茎根治術,TUR-Btな どが

多かった.

4)ほ かの医療施設との比較をおこなった.当 科に

おいては若年者に ピークを描 く患者構成であることが

外来患者における特徴であった.

考えられた.ま た,当院の位置する安城市は,豊 田自動

車およびその関連企業が集合している都市群のひとつ

であ り,以 前のような農村地区か ら近年では,ベ ッド

タウンとしてあるいは工業地区としての性格を強くし

ていることか らも若年層の患者が多いのではないかと

考えられた.つ ぎに入院統計を比較するに,年 齢別患

者数においては,い ずれの施設においても60歳 台付近

にピークがあ り,高 齢者にピークがあることはどこの

施設においても同様であろうことが推察された.主 要

疾患においては,ど の施設でも腫瘍が第1位 を占めた.

当科においても第1位,34.1%で あ り,ほ かの施設と

比較しても平均的な値となっている,以 下,結 石,奇

形が多い疾患となってお り,当 科においてもほぼ同様

の結果が得られた.手 術に関しては,8年 間平均の手

術件数は302件 と他施設よりも多い傾向にある,経 尿

道的手術は25.9%で あ り,診 療病院の平均18.7%よ り

高く,ほ ぼ大学病院の平均23.8%に 匹敵する割合であ

った.
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Tablei3.

1死 亡 者 数 男 子

女 子

合 計

死 亡 統 計(1975～1982)

フ3名 平 均 年 齢

10名

83名

68.8歳

68.1歳

68.7歳

1897

2.原 疾 患および死因(頻 度順)'

原 疾 患

順位

1

2

3

4

5

6

10

合計

男

膀 胱 癌

前立腺癌

腎 癌

29

14

5

前立腺肥大症4

睾丸腫瘍3

腎 結 石2

尿道狭窄2

陰 茎 癌2

慢性腎不全2

腎 結 核1

腎孟腎炎1

腎後性 腎不全1

尿 管 癌1

膀胱結石1

肺線維症1

後腹膜腫瘍1

胃 癌1

肺 炎1

栄養失調1

73

順位

1

2

合計

女

子 宮 癌

腎 炎

回盲部癌

ネフローセ

腎 結 石

3

1

1

1

1

悪性 リンパ腫1

膀 胱 癌

腎 癌

10

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

合計

死 因

悪 液 質32

心 不 全14

腎 不 全ll

肺 炎7

敗 血 症5

消化管出血4

呼吸不全2

窒 息1

癌性腹膜炎1

肺 気 腫1

転移性肝癌1

再生不良性貧血1

転移性脳腫瘍1

83
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